
目的：肩甲上神経障害（SSN）は，見落とされるか，肩

峰下インピンジメント症候群（SAIS）や腱板損傷，頸部

神経根障害のような他の疾患に誤診されやすい．過去

の報告では，10 人の SSN のうち 2 人が SAIS として

肩峰形成術を施行され，1 人が椎間板切除術を受けた．

他の 27 人の SSN 例では 6 人が胸郭出口症候群とし

て処置され，3 人が椎間板切除術を受けた．この症例

報告の目的は SSN の鑑別診断を記述することである．

症例報告：患者（女性 1，男性 4）の年齢は 29.6±6.8 歳

で全員が SAIS の診断であった．5 人とも肩後方に痛

みがあったが他動 ROM の制限はなかった．MMT（徒

手筋力テスト）では 5 人に棘下筋，4 人に棘上筋の筋力

低下があった．棘下筋は内旋 45°でテストされ，棘上

筋は肩甲骨面で「空容器」法（empty can）でテストされ

た．4 人に棘上筋，棘下筋萎縮を観察した．

　5 人とも上腕二頭筋，三頭筋の反射は正常で，C5－

T1 の表在感覚も正常であった．Spurling テストはすべ

てに陰性であった．ホーキンスとニアーのインピンジ

メントサインは全員が 1 つのサインに陽性で 3 人が

両方のサインに陽性だった．4 人に有痛弧があった．

針筋電図では線維攣縮と陽性鋭波が 4 人の棘上筋，1 

人の棘下筋に見られた．他の C5，6 支配筋の筋電図は

正常であった．神経伝導速度で 4 人に肩甲上切痕で，1 

人に棘臼蓋切痕で SSN が確認された．

考察：最終的に肩甲上神経障害と SAIS の鑑別診断が

残った．われわれは SSN によって起こされる筋力低下

の結果として，二次的に SAIS を生じたと仮定する．

したがって SAIS のサインや有痛弧は鑑別には役に立

たない．

　鑑別診断としては，棘下筋の筋力低下と萎縮は有用

であろう．また筋電図の異常性が SSN の診断を確認す

るために必要であると思われる．腕神経叢障害，頸部

の神経根障害から SSN を区別することにおいて，筋電

図は特に有用である．

　この研究は，排便（もしくは分娩・出産など）に生じ

る腹腔内圧の上昇は，呼吸筋力低下を伴う患者におい

て臨床上重要であるとし，排便によって誘発される呼

吸変化の測定を慢性呼吸不全の患者を対象に行ってい

る．

　閉塞性および拘束性肺疾患を呈する 24 人の対象者

は，すべて 6 分間歩行（3 回実施）にて，動脈血酸素飽

和度（SaO2）が有意（5％以上）な低下を呈す状態であ

る．その内，長期酸素療法を受けている 13 人のグルー

プ（A）と，酸素療法を受けていない 11 人のグループ

（B）に分類した．

　方法として，洗面所に行く前（ベッド上安静座位）と

便座着座時，排泄後（安静）約 3 分間経過した際の血

圧，呼吸数，ボルグスケールを測定した．動脈血酸素

飽和度と心拍数は連続的な記録を実施した．測定した

酸素飽和度および心拍数は分散分析での検定を行い，

呼吸数は T 検定を実施した．また安静時と排便時およ

び 6 分間歩行時の変化を比較するために T 検定また

はウィルコクソン検査を用いた．

　結果，安静時と比較して排便は患者の両グループで

有意な低酸素症を引き起こした．呼吸困難，心拍数，

呼吸数はともに増加し，3 分後も回復に至らなかった．

統計較差は 2 つのグループで認められなかった．6 分

間歩行と排便との動脈血酸素飽和度の相関関係は認め

なかった．

　まとめとして，呼吸器疾患の患者は呼吸困難の発生

を予防するために，歩行・料理・入浴などの毎日の生

活を制限することができるが，排便は避けることので

きない行為である．排便後の 3 分後は心拍数および呼

吸数は依然として高値を示しており，呼吸器系が負担

を強いられていることがわかり，排便後の休憩が必要

であることが示唆される．軽度の低酸素症状の発現で

さえ，高度の不整脈を伴うことがありえ，排便中の失

神や死亡の報告があることは驚くことではないとされ

ている．
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